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“““““““““““““““““““私の推薦する天然記念物“““““““““““““““““““

ぶっとういしぶどう

仏頭眉(葡萄宿)

長野市妾産量ふ需.長野市街の西南で,犀川沿い

に真白な穂籍凝灰岩層(中新世後期の小川層最下部)

が崖をつくって露出する.小市の国道19号線のロ

ックシェノレタｰの上の崖に流紋岩溶岩流カミ露出し,

その空隙に,石英,長石,ガラスなどからなる2～

3cm(最大5cm)の平たくつぶれた球穎が密集し,

表面がブドｰの房のようにみえることから葡萄石と

呼ほれる.しかし,それらの中で大きなものは径

30cm(最大70cm)に及ぶものがあり,人頭大のも

のが多いところは仏頭石と呼ばれ,風化面に団塊状

に突出している(写真).表面は白～灰白色の魚卵状

であるが,密につまった球状体の産状は特異であ

る.

(信州大学河内晋平･山田哲雄)
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正誤表

本誌1992年5月号(453号)に掲載された筆者の一人山田

の｢中都地方の天然記念物｣に下記の誤りがありました.

お詫びし,この場を借りて訂正させていただきます.

(山田哲雄)

頁刊行誤正

38右下から3行球状石灰岩球状石灰石

39右下から7行ハチノスサンゴ床板サンゴ(ハチ

･床板サンゴノスサンゴ,日

石サンゴなど)
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